
指定管理業務評価結果書 

 

１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称 加茂町福祉センター 

(2) 指定管理者 所在地 津山市山北520 

名 称 社会福祉法人 津山市社会福祉協議会 

代表者 会長 小山 了 

(3) 公の施設の所管部署 環境福祉部社会福祉事務所高齢介護課 

(4) 指定期間 平成21年4月1日から平成26年3月31日 

(5) 評価対象期間 平成24年4月1日から平成25年3月31日 

 

２ 施設の利用状況 

(1) 利用者数等 17,721人（使用回数：2,155回） 

(2) 事業の内容 高齢者及び心身障害児（者）等のふれあい交流の場として、生

きがい対策事業、介護予防、閉じこもり防止の拠点施設として

福祉センターを運営している。 

 

３ 収支の状況 

(1) 収入 

 （指定管理者の収入） 

総額      6,197 千円 

 市指定管理料      5,770 千円 

利用料金収入        155 千円 

 その他の収入       272 千円 

(2) 支出 

（指定管理者の支出） 

総額      6,197 千円 

  人件費        2,354 千円 

  光熱水費       1,419 千円 

  修繕費・消耗品費等  1,180  千円          

 

４ 総合評価結果 

(1) アンケート調査の概要 随時アンケート（施設の利用回数、利用後の感想、職員の対

応等についての質問）を実施している。現状では満足している

人が大半だが、新しい取り組みも必要と考える。新たなサービ

スの開拓やアンケートから導き出されるニーズにも柔軟に対

応する。 

(2)指定管理者の自己評価 津山市社会福祉協議会は、住民主体による地域福祉の推進を

目指し、公私の社会福祉及び、保健、医療、教育等の関係機関・

団体と連携した活動を行っている。その組織の一機関として、

加茂町福祉センターを地域福祉活動の拠点施設として、地域住

民と連携しながら、様々な介護予防を目的とした講座や相談業

務を行い、住民ニーズに沿った事業を展開し、地域福祉の向上

に寄与している。 

(3) 市の評価              高齢者・障害者を対象とした各種講座等を行い、地域住民と

連携した業務を実施している。加茂地域の福祉の拠点施設とし

ての機能を果たしており、今後はさらに広域的な利用拡大を望

む。 

 


